




























































































































































































































































































































































A B C D 合計 A% B% C% D% 合計%
1:介護サービス 148 156 83 86 473 19.7 18.1 17.0 24.9 19.3
2:介護予防 29 6 8 5 48 3.9 0.7 1.6 1.4 2.0
3:福祉サービス 71 92 47 58 268 9.4 10.7 9.7 16.8 10.9
4:保健医療 62 223 30 24 339 8.2 25.8 6.2 7.0 13.8
5:高齢者虐待 3 1 4 8 0.0 0.3 0.2 1.2 0.3
6:権利擁護 17 36 20 3 76 2.3 4.2 4.1 0.9 3.1
7:経済問題 15 17 19 9 60 2.0 2.0 3.9 2.6 2.5
8:住まい 34 35 34 19 122 4.5 4.1 7.0 5.5 5.0
9:生きがい 14 9 10 2 35 1.9 1.0 2.1 0.6 1.4
10:異変の気づき 9 23 29 38 99 1.2 2.7 6.0 11.0 4.0
11:緊通 22 22 31 22 97 2.9 2.5 6.4 6.4 4.0
12:認知症 51 78 38 25 192 6.8 9.0 7.8 7.2 7.8
13:見守り活動 25 88 56 9 178 3.3 10.2 11.5 2.6 7.3
14:その他 256 75 81 41 453 34.0 8.7 16.6 11.9 18.5
合計 753 863 487 345 2448 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
表３ 相談課題別
A B C D 合計 A% B% C% D% 合計%
1:緊急時の対応 3 156 5 6 170 0.6 18.1 1.4 2.1 8.3
2:安否確認 1 6 12 8 27 0.2 0.7 3.3 2.8 1.3
3：見守り 241 92 58 6 397 46.2 10.7 16.1 2.1 19.5
4：緊通発報後の確認 3 223 13 16 255 0.6 25.8 3.6 5.5 12.5
5:健康問題 129 3 60 42 234 24.7 0.3 16.6 14.5 11.5
6:IADL 66 36 48 51 201 12.6 4.2 13.3 17.6 9.9
7:ADL 9 17 30 59 115 1.7 2.0 8.3 20.3 5.6
8:ちょっとした困りごと 23 35 10 28 96 4.4 4.1 2.8 9.7 4.7
9:経済的困難 4 9 16 11 40 0.8 1.0 4.4 3.8 2.0
10:生活問題 13 23 54 22 112 2.5 2.7 15.0 7.6 5.5
11:閉じこもり 1 22 6 5 34 0.2 2.5 1.7 1.7 1.7
12:環境衛生 11 78 9 2 100 2.1 9.0 2.5 0.7 4.9
15:権利擁護 3 88 2 3 96 0.6 10.2 0.6 1.0 4.7
16：その他 15 75 1 3 94 2.9 8.7 0.3 1.0 4.6
(空白) 37 28 65 0.0 0.0 10.2 9.7 3.2


























A B C D 合計 A% B% C% D% 合計%
1：疾病 206 162 9 104 481 40.1 36.2 2.5 35.9 29.8
2：認知症（診断有） 51 47 19 8 125 9.9 10.5 5.3 2.8 7.8
3：認知症（診断無） 76 41 23 27 167 14.8 9.2 6.4 9.3 10.4
4：精神疾患（診断有） 13 9 21 2 45 2.5 2.0 5.8 0.7 2.8
5：精神疾患（診断無） 42 14 3 7 66 8.2 3.1 0.8 2.4 4.1
6：身体障害 2 9 1 2 14 0.4 2.0 0.3 0.7 0.9
7：知的障害 2 74 32 77 185 0.4 16.6 8.9 26.6 11.5
8：身体機能・体力の低下 83 2 5 21 111 16.1 0.4 1.4 7.2 6.9
10：意欲の低下 1 6 13 2 22 0.2 1.3 3.6 0.7 1.4
11：閉じこもり 2 9 1 1 13 0.4 2.0 0.3 0.3 0.8
12：性格 13 41 11 3 68 2.5 9.2 3.0 1.0 4.2
13：その他 23 33 7 30 93 4.5 7.4 1.9 10.3 5.8
(空白) 216 6 222 0.0 0.0 59.8 2.1 13.8
総計 514 447 361 290 1612 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
表５　環境要因
A B C D 合計 A% B% C% D% 合計%
1：独居 329 275 250 130 984 63.4 61.5 69.3 44.8 60.9
2：高齢者世帯 81 52 35 58 226 15.6 11.6 9.7 20.0 14.0
3：家族関係の不和・不調 10 8 13 14 45 1.9 1.8 3.6 4.8 2.8
4：近隣関係の不和・不調 5 5 5 8 23 1.0 1.1 1.4 2.8 1.4
5：関係者との不和・不調 24 2 6 6 38 4.6 0.4 1.7 2.1 2.4
6：本人への情報不足 2 1 21 16 40 0.4 0.2 5.8 5.5 2.5
8：住宅事情 16 4 3 4 27 3.1 0.9 0.8 1.4 1.7
9：その他 52 63 9 47 171 10.0 14.1 2.5 16.2 10.6
不明 37 19 7 63 0.0 8.3 5.3 2.4 3.9




















































A B C D 合計 A% B% C% D% 合計%
1：本人 323 221 131 147 822 61.3 49.4 36.3 50.7 50.6
2：家族・親族 105 95 47 66 313 19.9 21.3 13.0 22.8 19.3
3：友人・知人・近隣 10 12 19 16 57 1.9 2.7 5.3 5.5 3.5
4：行政関係者 8 13 22 8 51 1.5 2.9 6.1 2.8 3.1
5：関係機関 42 76 63 35 216 8.0 17.0 17.5 12.1 13.3
6：民生委員 26 9 43 4 82 4.9 2.0 11.9 1.4 5.0
7：見守りボランティア 5 11 30 8 54 0.9 2.5 8.3 2.8 3.3
8：その他 8 10 6 6 30 1.5 2.2 1.7 2.1 1.8
















































A B C D 合計 A% B% C% D% 合計%
１：地域包括支援センター 206 97 28 96 427 34.2 17.9 6.3 25.9 21.8
２：区役所 40 53 27 28 148 6.6 9.8 6.0 7.5 7.5
３：社協 31 1 6 2 40 5.1 0.2 1.3 0.5 2.0
４：保健センター 1 1 2 2 6 0.2 0.2 0.4 0.5 0.3
５：民生・児童委員 60 29 46 3 138 10.0 5.3 10.3 0.8 7.0
６：見守りボランティア等 11 7 26 2 46 1.8 1.3 5.8 0.5 2.3
７：介護サービス事業者 127 57 36 47 267 21.1 10.5 8.1 12.7 13.6
８：医療機関 60 29 15 10 114 10.0 5.3 3.4 2.7 5.8
９：警察・消防 2 5 1 3 11 0.3 0.9 0.2 0.8 0.6
10：相談員が解決 46 209 199 164 618 7.6 38.5 44.5 44.2 31.5
11：町会・自治会等地域団体 18 55 61 14 148 3.0 10.1 13.6 3.8 7.5






















相談者 相談回数 相談者 相談回数 相談者 相談回数 相談者 相談回数
① 25 ① 19 ① 32 ① 12
② 21 ② 13 ② 20 ② 10
③ 20 ③ 12 ③ 20
④ 18 ④ 10 ④ 18
⑤ 15 ④ 10 ⑤ 12
⑥ 14 ④ 10
⑦ 13
⑧ 10
回数合計 527 回数合計 447 回数合計 361 回数合計 290
人数 214 人数 179 人数 137 人数 154
回数/人数 2.46 回数/人数 2.50 回数/人数 2.64 回数/人数 1.88
標準偏差 3.38 標準偏差 2.68 標準偏差 4.05 標準偏差 1.66
DCBA
表９　事例分析





5月 3回 本人、看護師 医院の看護師との情報共有。
7月 23回
本人、親族、隣人、
民生委員、看護師、
医師、区職員、
施設職員、金融機関、
権利擁護センター、
地域包括支援センター
隣人から、本人に元気がなく、受診を拒否しているとい
う情報があったため、訪問するが、本人は支援を拒否。
その後、往診を受け入れ。医師によると栄養が摂れてお
らず、このままでは命にかかわるとのこと。入院手続き
のため、民生委員、区職員、施設職員などから親族に関
する情報の収集を行なう。親族は見つかったが入院費用
の預金からの引出しについて、親族、金融機関、権利擁
護センターとの調整が必要になる。
また、地域包括支援センターによる介護保険利用手続き
の調整をした。
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ているC相談室の32回のケースを取り上げて見よう。エ
クセルのデータでは、32回の相談とそれへの対応が簡
単に記入されているが、これを月別に整理したのが、
表９である。
これによると、相談者は一人暮らしの男性で、４月
から５月にかけて、民生委員から健康状態が心配であ
るという情報が寄せられた。相談員が訪問した結果、
相談員自身や近隣住民が本人を訪問して、見守りを行っ
ている。またこの間、本人を知る医院の看護師とも情
報を交換している。
状況が変わったのは７月に入ってからで、隣人から
本人に元気がないという連絡を受けて、相談員が訪問
したが、本人は受診を拒んでいた。相談員の勧めで受
診にこぎつけたところ、医師の判断では、「このままで
は命にかかわる状態」であるとして入院を勧められた
が、入院にあたっては、保証人、費用の支払い、預金
の引出しなどの手続きが必要になった。しかし、本人
の意思がはっきりしないため、相談員は、いろいろな
ネットワークを使って親族を探し出したが、預金の引
出しには本人同意が必要となるため、金融機関や権利
擁護センターなどとの調整に迫られた。これらの情報
を集めて親族と協議するなどの経過のために、７月だ
けで23回の相談が行われている。
この事例を見ると、相談員の相談回数が増えるのは、
本人の支援拒否への対応とともに、親族の探し出し、
病院や金融機関の手続きにおける本人確認に関わる事
柄について、多くの支援が必要になっていたといえる。
一般に、相談員の活動が増える原因には、支援対象
である「本人・家族要因」と、さまざまなサービスの
利用に関わる「手続き要因」の両方があり、このケー
スは、どちらかというと、後者の手続き要因に多くの
回数を費やしているといえる。
まとめ
以上みてきたように、本稿では、墨田区の見守り相
談室の業務日誌をもちいて、その記録を地区別のデー
タとして量的に把握する「地区データ」と、名寄せを行っ
て「個人別データ」を作成し、その結果から相談員の
活動の特徴を分析するという２つの「見える化」の仕
方を検討してきた。
前者の、量化の方向をとった場合に描かれる相談室
の地域特性と、名寄せを用いて個別化する方向性の２
つの関連を考えてみると、短期間のデータでは、業務
日報を「地区別データ」として集計した統計量よりも、
名寄せによる「個人データ」の方が、意味のある解釈
を可能にするといえるかもしれない。
しかしまた、孤立した一人暮らし高齢者が多い地域
では、結果的に、相談対応回数が増え、相談の地域特
性が活動回数に反映するともいえる。
このように、業務日誌をもちいると、ある地域にお
ける相談活動の量的把握と個人別把握が可能になる。
このような、方法によって、アウトリーチ型の活動を
行う見守り相談室の活動の特性と地域特性を把握する
ことが可能になるであろう。
参考文献
・東洋大学福祉社会開発研究センター編（2011）『地域におけ
るつながり・見守りのかたち』中央法規
